
 

 

県立図書館だより  

 

平成２８年１２月                 青森県立図書館報 臨時増刊号 

 

県立図書館はコンピュータシステム更新等のため、11 月 24 日(木)から 12 月 21 日

(水)まで特別休館をいただいておりました。休館が長期にわたり、みなさまにはたい

へんご迷惑をおかけしました。 

この休館中を利用して、ホームページや閲覧室などをリニューアルしましたので、

その内容をご紹介します。今後も、当館のご利用をお待ちしております。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  特に便利になったのが、図書の貸出延長手続きです。 

これまでは開館時間内に当館へ電話をする必要がありま 

したが、今後はそれに加えてホームページからでも貸 

出延長が可能となりました。 

“いつでも”“どこからでも”貸出延長手続きが手軽に 

できます。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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当館ホームページが、見やすく

使いやすい画面になりました。ト

ップ画面から直接、本の検索もで

きます。 

 また、スマートフォンにも対応

する画面となり、利便性が向上し

ました。 
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 この度、閲覧室内のレイアウト変更等を行い、リニューアルしました。 

 変更された内容をご紹介します。 

 

① 展示コーナーを移設・リニューアルしました 

一般閲覧室の展示コーナーを移設・リニューアルしました。 

平成 28 年 12 月 22 日(木)からは、冬季企画展示 青森ねぶた写真展「追想」を開

催中です。 

平成 29 年１月 25 日(水)まで開催しておりますので、ぜひお立ち寄りください。 

      

 

② 雑誌が充実しました 

・「毎日が発見」や「月刊バスケットボール」など 11 誌を新たに配架しました。 

・青森県で活躍する人々と生活の一部の“衣・食・住”に関係する雑誌を集めた 

「郷土と暮らしコーナー」を設置しました。 

        

  ▲新しく 11 誌配架しました         ▲新しく設置した｢郷土と暮らしコーナー｣ 

 

③ インターネットがより便利に利用できるようになりました 

閲覧室内で、Wi-Fi が利用できるようになりました。 

持ち込みのパソコンやスマートフォン等から無料でインターネット接続ができま

す。 

 

閲覧室をリニューアルしました 
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④ 情報発信の場が増えました 

・一般閲覧室内の様々な場所で図書展示を行います。 

・県立図書館からのお知らせやチラシ等で情報発信を行う「図書館情報コーナー」 

を用意しました。 

      
  ▲展示コーナーでは様々な情報を紹介します   ▲図書館からお知らせを随時発信します 

 

⑤ 学習や読書などがより集中してできるようになりました 

・持参したパソコンや電卓を全ての閲覧席で使用できるようになりました。 

・長時間パソコンなどを使用する方のためにコンセント付きの席を用意しました。 

・一般閲覧室内に個人使用席（キャレル席）を用意しました。 

                
▲コンセント付きの席は４席あります     ▲キャレル席でゆっくり読書・学習できます 

 

⑥ 「ののっこ文庫」コーナーを新設しました 

     児童閲覧室に、長く読み継がれてきた、子供た

ちに人気のある絵本を、いつでも手に取って読む

ことができる「ののっこ文庫」コーナーを新設し

ました。 

  ｢ののっこ｣とは･･･｢のの｣は、幼児語で｢尊い｣｢大切な｣

を表す言葉です。子供たちは大切な宝物です。その言葉

に、かわいらしいものにつける接続詞｢っこ｣をつけ、親

しまれるよう思いを込めたものです。 

 

⑦ 閲覧室の照明がＬＥＤ化されました 

     閲覧室天井のほぼ全ての照明がＬＥＤ化されました。地球環境に優しいだけでな

く、明るい閲覧室になりました。 
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近代文学館エクステンド常設展示 

 「佐藤紅緑と福士幸次郎－師友の系譜－」  

 青森県を代表する 13 人の作家たちに新しい視点で迫る「エクステンド常設

展示」、今回は俳人・劇作家・小説家として活躍した佐藤紅
こう

緑
ろく

(1874～1949)と

口語自由詩の先駆者である福士幸次郎(1889～1946)の二人に焦点を当て、12

月 22 日(木)から平成 29 年５月下旬まで開催します。佐藤紅緑と福士幸次郎の

直筆資料のほか、陸羯
くがかつ

南
なん

、正岡子規、秋田雨
う

雀
じゃく

、サトウハチロー、今官一、

高木恭造など諸作家とのつながりが見える資料を多数展示し、明治から昭和に

至るまでの、青森県出身の文学者を軸とした人間関係の重厚さに迫ります。 

 

▲佐藤紅緑俳画幅

「家出せし子を思

ふ夜の雪深し」 

▲福士幸次郎

短冊「雪げ沼

たゞよふハ橅

の枯枝か 津

軽風景」 

▲「木兎」第 2 巻第

9 号（明治 35 年 10

月 15 日）佐藤紅緑

「子規翁終焉後記」

掲載 

▲「わらはど」創刊

号（大正 14 年 5

月 20 日）福士幸次

郎「マアテルリンク

詩篇」掲載 

▲ サ ト ウ ハ チ ロ ー

『昨日も今日も明日

も』(昭和 22 年 11

月 5 日、草原書房)

「福士先生逸話集」

掲載 

▲高木恭造『まるめ

ろ』(昭和 6 年 10

月 5 日、『北』編輯

所)福士幸次郎「序」

掲載 
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